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立会演説会・生徒会役員選挙 
 ２学期も終盤となり、いよいよ１・２年生が３

年生からバトンを受け、生徒会の中心となって活

動するときがきました。選挙管理委員会が発足し、

１２月に入ると、すぐ選挙運動が始まりました。

今年度は、生徒会長１名（２年）、副会長男女各１

名（２年）、事務局員２名（１年）を決める選挙と

なりました。立候補者はそれぞれ自分の公約を掲

げ、登校時に生徒玄関、紅タイムに教室、放課後に

生徒玄関で一生懸命に選挙運動を行いました。立

会演説会では、選挙公報に載せた自分の公約をも

とに、どんな御勅使中学校にしていきたいのか、どんな生徒会活動をしていきたいのかをそれぞれの

立候補者が力強く語っていました。どの立候補者に任せても大丈夫と思えるようなすばらしい演説で

した。その後、有権者である全校の生徒たちが来年度の御勅使中学校のリーダーを決める選挙をそれ

ぞれ真剣に考えて投票していました。投票の結果、来年度の生徒会役員は以下のように決まりました。 

 《当選者》 

   会 長     秋山 沙音 （２年） 

副会長（男子） 水上 輝来 （２年）  副会長（女子） 望月 椿 （２年） 

   事務局員    河   凜 （１年）  秋山 一樹 （１年） 

                         ★当選、おめでとうございます。 

 

 

税の作文コンクールで南アルプス市教育長賞受賞 
 全国納税貯蓄組合連合会及び国税庁の主催する「中学生の税についての

作文」コンクールにおいて、３年生の塩谷愛花里さんが南アルプス市教育長

賞を受賞しました。御勅使中学校に、甲府税務署・納税貯蓄組合連合会・市

教育委員会より代表の方々がおいでになり、校長室で表彰を受けました。塩

谷さんは、この作文を書くにあたって税金について調べたことでいろいろ

な種類の税金がありますが、日本ではあらかじめ税金を引かれていること

から、税金を払っている感覚があまりなく、税金によっては自分たちとは

関係のないものだと感じてしまうことも少なくないとのことでした。私た

ちは自分たちが納税している意識を持ち、税金が社会保障など様々な場面

で有効活用され、私たちの未来のために使われていることを理解し意識す

ることが大切だと述べています。私たちはこれからも納税者としての責任

と意識を持ち続けることが大切ですね。 

 

一生懸命 
《学校教育目標》 

「志を持ち 道を拓く生徒」 



人権作文コンテストで優秀賞受賞 
 第４２回全国中学生人権作文コンテスト山梨県大会において、

２年生の小野唯さんが優秀賞を受賞し、１２月の山日新聞にも名

前が掲載されました。市教育委員会の増山教育長様よりもお祝い

の電話をいただきました。小野さんは、電車に乗った時に自分と

同じくらいの年齢の人がかばんに赤い十字とハートのマークのス

トラップをつけていて、それが気になり、調べてみると、ヘルプ

マークだということが分かったそうです。電車やバスの中で席を

譲る際に外見は健康そうに見えても、疲れやすかったり、つり革

につかまり続けるのが大変だったりと様々な困難を抱えている人

がいるため、周囲の人に配慮が必要なことを伝えるためのマーク

だそうです。小野さんは作文の中で、世の中にはこうした人がた

くさんおり、互いに支え合って生きていくことが大切だと強く感

じたそうです。私たちがこれから生きていく社会が互いを気遣える温かい社会であって欲しいですね。 

 

 

避難訓練と消火体験 
 南アルプス消防本部のご協力をいただき、乾燥し

た１２月に火災を想定した避難訓練と消火器を利

用した消火訓練が行われました。火災を想定して避

難した後、学年ごとに分かれて消防隊員による消火

器の消火訓練を行いました。この訓練は、学校生活

の中だけではなく、家庭や地域に戻った時に自分の

判断で主体的に行動できるように今回の訓練が実施

されました。中学生は地域に戻ると、頼りにされる

存在となります。普段から意識を高く持ち、有事の

際には、地域の大人の人たちと協力しながら、地域

のために頑張ってくれることを期待しています。 

 

 

御勅使中学校とわかば支援学校の交流 
 白根御勅使中学校はこれまでずっと同じ地域にあ

るわかば支援学校と交流をしてきており、今年度も

１学期に続き、２年１組が代表としてわかば支援学

校中等部の２年生と交流をしています。１学期は、２

年１組の生徒たちがわかば支援学校を訪問して交流

を行ったため、２学期はわかば支援学校の２年生の

生徒たちが本校に来校し、体育館で交流が行われま

した。前半は、２年１組の生徒たちによるクラス合唱

「はなさくら」を披露し、わかば支援学校の２年生は

学習発表会の様子を動画で披露してくれました。そ

の後、合同で合唱曲「Believe」を歌い、気持ちを一つにして活動しました。後半は、レクレーション

で、４チームに分かれて輪投げと玉入れを行って楽しく活動し、さらに交流を深めました。この活動の

準備から当日の運営まで２年１組の皆さんが一生懸命に取り組み、共に充実した時間が過ごせました。 



全校で１年間を振り返った生徒総会 
 １学期に前期生徒総会が行われ、生徒が中心となって

行う自治活動である生徒会活動がスタートするために、

生徒総会で活動の方向性を示し、今年度のスローガンと

して「奏 ～ 輝け！ＭＩＤＡＩ  Ｍｅｌｏｄｙ ～」を

掲げ、４つの重点活動方針①「響く！御勅使の日常生活」

②「弾む！みだいの行事」③「揮う！みだいの委員会」④

「轟く！みだいの部活動」のもと、活動を行ってきまし

た。白根御勅使中学校の校訓である「一生懸命」をすべて

の活動の原動力として、全校生徒の力を結集し、スロー

ガンを意識した学校生活が送れるように取り組んできま

した。桃源祭や桃源合唱祭などをはじめとして１年間を

通して、このスローガンが呼びかけられ、意識の高揚が

図られてきたことが大きな成果だったと思います。生徒

会本部役員を中心に全校が一つになって取り組めた生徒

会活動が、また来年度にうまく引き継がれることを期待しています。１年間、お疲れ様でした。生徒総

会の終了後、生徒会役員選挙の当選証書の伝達式と来年度の新生徒会役員の任命式が行われ、新生徒

会役員にそれぞれ任命書が手渡されました。そして、現生徒会役員と新生徒会役員の引継ぎ式が行わ

れ、正式にバトンが渡されました。来年度の生徒会活動がさらに活発になるように、白根御勅使中学校

のリーダーとして、全校をまとめ頑張っていってください。 

 《新生徒会役員》 

   会 長     秋山 沙音 （２年） 

副会長     水上 輝来 （２年）  望月  椿 （２年） 

   事務局員    河   凜 （１年）  秋山 一樹 （１年） 

   本部役員    小林 澄空 （２年）  相馬 菜那 （２年）  塚田  響 （２年） 

           原  里奈 （２年）  岩田 恭侑 （２年） 

 

 

２年生薬物乱用防止教室 
 ２年生が薬物乱用防止教室で、体育館で講話を聞きま

した。講師には、学校薬剤師の秋山博先生をお迎えし、

DVD で具体的な映像を見た後、パワーポイントを使って

スクリーンを通して説明をしていただきました。近年、ニ

ュースでも脱法ハーブや大麻グミなど私たちの生活の中

にも危険な薬物が入り込んできており、中学生段階から

きちんとした知識と認識を持つことがとても重要になっ

てきます。講話の中で、乱用される薬物には、大麻・覚醒

剤・麻薬（MDMA・コカイン）・危険ドラッグ・有機溶剤

などがあり、人間の脳の神経を破壊し、幻覚が起きたり、

運動機能が低下したり、感情のコントロールができなく

なったり、依存性が高くなったりして、薬物をやめても簡

単にはもとには戻れなくなってしまうということを教え

ていただきました。最後に、誘われた時の断り方を代表の

生徒を交えて教えていただき、薬物の怖さと健康的で明るい生活していくことの大切さを学びました。 



吹奏楽部が県アンサンブルコンテストで銀賞受賞 
 県民文化ホールで行われた山梨県アンサンブルコンテ

ストに吹奏楽部が出場しました。学期末の忙しいときでし

たが、限られた時間の中で、とても熱心に練習に取り組ん

でいました。曲名は「Witherless Flower」で、８人によ

る管楽打楽器八重奏として、県民文化ホールのステージで

披露されました。演奏が始まる前の静かな瞬間から、演奏

が始まって終わるまで、ずっと演奏に引き込まれ、ステー

ジ上の８人に目が釘付けでした。生徒の皆さんはとても緊

張したと思いますが、迫力あるテンポの速い部分としっと

りと聞かせる部分とがあって、それぞれの楽器のきれいな音色がホール全体に響いていました。本当

にすばらしかったです。審査結果も銀賞を受賞するというすばらしい結果となり、吹奏楽部の皆さん

の実力と努力に本当に感心しました。県アンサンブルコンテスト、銀賞、おめでとうございました。 

 

各種表彰が行われました 
 夏休みから２学期にかけて、県新人体育大会をはじめ、県中学生交通安全弁論大会や夏休みの友読

書感想文コンクール、中巨摩英語暗唱大会があり、本校から入賞者がたくさん出て、終業式の後、体育

館で表彰が行われました。 

 ★入賞者★ 
【県中学生交通安全弁論大会】 

    第３位  ２年  原  里 奈 

【県人権作文コンテスト】 

    優秀賞  ２年  小 野  唯 

【税の作文コンクール】 
   南アルプス市教育長賞 ３年  塩谷 愛花里 

  【県歯・口の健康に関する標語コンクール】 

    第３位  １年  田中 葉月 

  【夏休みの友紹介読書感想文コンクール】 
    佳 作  ２年  清水 勝斗 

入 選  ２年  飯嶋 悠   岩田 恭侑 

         １年  石川 優羽  小野 快斗 

  【教育祭小中学校図工美術作品展】 
    県 特 選  ３年 土舘 平和   ２年 大上 千茜   １年 和田 桃佳 

中巨摩特選  ３年 小鹿 美紗  水間 花凜  小野ひなた  櫻本  輝 

           ２年 秋山 沙音 清水万悠莉 中澤 奈々 堀田 花蓮 松本 唯 

           １年 山本あかり  ガルシアブレンダ  清水 彩音 

 ★県新人陸上競技大会★ 
【１年女子】 砲丸投  １位 中澤 愛珠 ８ｍ２５ｃｍ 

【１年男子】 ８００ｍ ２位 望月 一平 ２分２７秒８２ 

★県新人体育大会★ 

女子テニス部 個人戦 ダブルス ３位 原 里奈・小野 唯 ペア 

 

★保護者の皆様へ★ 

 今年もいよいよ残りあとわずかとなりました。これまで、１・２学期と様々な教育活動および行事に

取り組んで参りましたが、保護者や地域の皆様には絶えずご理解とご協力を賜り、誠にありがとうご

ざいました。来年も変わらず、職員一同、頑張って参りますので、何卒よろしくお願いいたします。 


